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【国際特許分類】
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【手続補正書】
【提出日】平成27年1月26日(2015.1.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光を増幅させる光利得媒体と屈折率の波長分散を有する光導波路とを含んで構成される
光共振器と、該光共振器内における光の強度を変調する光変調器と、を備え、該光変調器
の変調周波数に応じて光パルスの発振波長が変化する光源装置であって、
　前記光変調器が、前記光変調器を透過する光の透過率を調整可能であり、かつ、前記光
変調器を透過する光の透過時間のデューティー比が５０％未満であることを特徴とする光
源装置。
【請求項２】
　前記透過時間のデューティー比が２０％未満であることを特徴とする請求項１に記載の
光源装置。
【請求項３】
　前記透過時間のデューティー比が１０％未満であることを特徴とする請求項２に記載の
光源装置。
【請求項４】
　前記光導波路の屈折率の波長分散が１０ｐｓ／ｎｍ以上、または－１０ｐｓ／ｎｍ以下
であることを特徴とする請求項１乃至３のいずれか一項に記載の光源装置。
【請求項５】
　前記光導波路の屈折率の波長分散が１００ｐｓ／ｎｍ以上、または－１００ｐｓ／ｎｍ
以下であることを特徴とする請求項１乃至４のいずれか一項に記載の光源装置。
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【請求項６】
　前記光変調器を透過する光の透過時間をΔｔ、前記光変調器の変調周波数をｆｍ０、前
記光導波路の分散パラメータをＤ、前記光共振器の共振器長をＬ、前記光源の発振波長を
λ、真空中における光の速度をｃとしたときに下記式、
【数１】

を満たすことを特徴とする請求項１乃至５のいずれかに記載の光源装置。
【請求項７】
　前記光導波路が屈折率の波長分散を有する光ファイバを有することを特徴とする請求項
１に記載の光源装置。
【請求項８】
　前記光ファイバの少なくとも一部がチャープドファイバブラッググレーティングである
ことを特徴とする請求項７に記載の光源装置。
【請求項９】
　前記光源装置が分散チューニング方式の光源であることを特徴とする請求項１乃至８の
いずれか一項に記載の光源装置。
【請求項１０】
　請求項１乃至９のいずれか一項に記載の光源装置を用いた光源部と、
　前記光源部からの光を検体に照射し、検体からの反射光を伝達させる検体測定部と、
　前記光源部からの光を参照ミラーに照射し、該参照ミラーからの反射光を伝達させる参
照部と、
　前記検体測定部からの反射光と前記参照部からの反射光とを干渉させる干渉部と、
　前記干渉部からの干渉光を検出する光検出部と、
　前記光検出部で検出された光に基づいて、前記検体の断層像を得る画像処理部と、
　を有することを特徴とする光干渉断層撮像装置。
【請求項１１】
　光を増幅させる光利得媒体と屈折率の波長分散を有する光導波路とを含んで構成される
光共振器と、該光共振器内における光の強度を変調する光変調器と、を備え、該光変調器
の変調周波数に応じて光パルスの発振波長が変化する光源装置を用いた光発振方法であっ
て、
　前記光変調器が、前記光共振器を透過する光の透過率を調整可能であり、
　前記光変調器を透過する光の透過時間のデューティー比を５０％未満とする工程を有す
ることを特徴とする光発振方法。
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